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音楽教育推進協議会九州支部 R8 特別講座  古宮真美子先生 

会場：パピヨン２４ 日時：令和 8 年 8 月 2 日（日）13:00～16:00      

 

 

 

【鍵盤ハーモニカの部】 

１ 鍵盤ハーモニカの可能性、手入れや扱いについて 

・音の上がり下がりが、鍵盤によって見えるのでわかりやすい。 

・息で音を出すことができるので、滑らかな感じ、弾んだ感じなど色々な表現ができ

る。（フレーズ感の学習もできる） 音色 旋律 フレーズ 

・子どもが初めて出会う楽器かもしれない。よい出会いをさせてあげたい。 

・ホースは振り回さない、大切に扱うこと、タオルで拭くこと、など指導して一生使えるよ

うにしたい。 

 

２ いい音を出すための 魔法の言葉 トゥ  音色 

・１、２、３を英語で言うと、ワン トゥ スリー。 その トゥ 

・拍に合わせて、息と舌でトゥの練習（呼びかけとこたえ リズム） 

    

 

トゥ    トゥ    トゥ （ウン） 

 

           

トゥ トゥ  トゥトゥ  トゥ （ウン） 

 

・先生は言葉や手拍子で呼びかけ →  子どもは魔法の言葉（タンギング）でこたえる 

           

オ ル  ガ ン                   トゥ トゥ  トゥ トゥ 

 

           

ホ  ワ   イ ト   ボー  ド             トゥ トゥ  トゥ トゥ   トゥ    トゥ 

・前歯の後ろに舌が付いているか、自分で確認させる。 

・トゥは鍵盤ハーモニカに息を入れるときに、必ず使う魔法の言葉  

 

関係する「音楽を形づくっている要素」は枠囲みで記入しています。 
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３ 指番号と手の形 

・右手で弾くこと。親指から１、２、３、４、５ （５指５音を定着させる） 

・左右の指を１から順１本ずつ合わせて（これは難しい子どももいる） 

シュークリームからクリームが出ないように丸くする。 

 

４ 「かまえて」 「ストップ」 「やめ」 

・かまえて：左手で吹き口を持って、口にくわえる。 

・ストップ：左手で吹き口を持って胸元に付ける（すぐに吹ける体勢） 

・やめ： 吹くことをやめて、吹き口をホルダー（角）に入れる、または置く。 

 

 

・上の３つを最初に徹底させる。できたら褒める。指示を守ることができる授業を目指

す。「ルールを守ると気持ちいい」と感じ取らせるチャンス。 

 

５ ケースの置き方と吹く準備 

・ケースの上下や、手前と奥の向きがわからない子どももいるので、「お山のようになって

いる方が上、持つところが自分の方になるように置きます」 

・ケースを開けて、鍵盤ハーモニカの丸い穴と、ホースの穴がこんにちは。（しっかり入れ

る。）ホースの角を上に向けて「やめ」の姿勢。手はおひざの上。20 秒でできるかな。 

・１年生のやる気を生かすために、分かりやすい指示を短い言葉で、タイミングよく出す。 

・できたら確実に褒めることが、子どもの達成感を高め、前向きにエネルギーとなる。 

 

６ タンギング練習      音色 リズム 

・右手：２の指で１つの好きな鍵盤を押さえたまま 左手：かまえて  

トゥトゥトゥ（ウン）の練習 

・右手の２の指を移動（お引越し）→トゥトゥトゥ（ウン） 

 

 

 

 

 

YAMAHA のホースには 

吹き口のホルダー（角）が付いています。 
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７ ドレミの位置をおぼえてふこう  音色 リズム 

 

ド  どんぐり 

レ  レモン 

ミ  みかん 

ファ ファイトくん 

ソ  そらまめ 

ラ  ライオン 

シ  しんのすけ 

 

・鍵盤の位置を覚えたら、みんなでドの音をトゥトゥトゥ。「みんなで同じドの音を吹くとき

れいな音ですね。」 

・鍵盤の位置が正しくない子どもがいたら、先生の鍵盤をその子ど

もの鍵盤の側に持って行って示すと分かりやすい。 

 

 

 

８ どんぐりさんのおうち     音色 リズム 旋律 

・「ストップ」の体勢（左手で吹き口を持って胸元に付ける。すぐに吹ける）で、１番を歌う。 

・歌が終わったら、ドの音でトゥトゥトゥ（ウン）を４回 

・「ストップ」の体勢で２番を歌う。 

・歌が終わったら、レの音でトゥトゥトゥ（ウン）を４回 

  ・・・７番 シの音まで続ける 

 

 

 

９ 単音からコンビネーションへ     音色 リズム 旋律 

（１）ド  「どーなつみっつ」   

・歌を歌う。手拍子をたたく。 

・２の指をドの鍵盤に置いたまま、手拍子のところで、トゥトゥトゥと吹く。 

・A 班は歌と手拍子、B 班は鍵盤ハーモニカ → A と B で交代 

・YAHAHA SEK３００などのキーボードの移調機能を使ってニ長調の音を出し、 「レモ

ンを３つ レレレ」もできる。 

・自動伴奏は、できるだけ子どもを見て指導したいという願いをかなえてくれる。 

 

（２）ドレ 「ドレドレどーれ？」 

・ド：手をたたく。 レ：ももをたたく。 
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・２〜３人組で、ド：自分の手、レ：

友達と手をたたく。 

・階名を覚えてから鍵盤で演奏す

るようにする。 

 

（３）ドレミ    「どれみ まじっく」  

・７小節目のレ（付点２分音符）でドミドに向かう準備をする。最後ができると達成感を感

じることができる。 

 

（４）ドレミファ  「ファファファイト」 

・ドからファへの移動が難しいので、取り出して練習する。 

・サンバのリズムを流して反復練習（サンバで Go！）  

・レードーファー（２拍ずつ伸ばす）を１号車から６号車でリレー→１列目から５列目→３人

班で→全員で→一人で（子どもたちはドキドキする） 

・全員に「練習しましょう」と指示し、できない子どもの個別指導 

・一人ずつのテストは、アドバイスを返す。次の学びにつなげる。 

 

（５）ドレミファソ 「けんばん行進曲」 

・終わりから３小節目に全休符→指に指令を出す時間 

 

（６）まほうのハーモニー 

・歌、手拍子はどの学年でも演奏可能 

・鍵盤ハーモニカ、リコーダーのパートもあるので、異学年や全校で合奏できる 

・最後の「イェイ」は全員で声を出し盛り上がることができる。 

 

 

 

 

１０ 新しい曲の学習の進め方  旋律 音色 

① 歌詞で歌って曲を知る。 

② 階名で歌う。（交互唱などでたくさん歌う） 

③ 階名で歌いながら空中で指練習（エアけんばん） 

④ 階名で歌いながら鍵盤を押さえながら練習（カラけんばん） 

⑤吹いてみよう「かまえて」 

 

１１ 楽しみ方色々 

・じゃんけん 「勝った人から！」 繰り返し練習を助けてくれる。 

上の（１）〜（６）の曲は、学校音楽教育支援サイト内の「古宮真美子先生のピアニカ教奏

曲」で、楽譜と音源がダウンロード可能 
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・速度を UP/DOWN 

・歌と合わせる（リズム奏、部分奏） 

・相互奏（左右分け、隣同士、ソロと全員） 

・サンバで GO（サンバのリズムに乗って、同じフレーズをリレー奏） 

 

 

【休憩時間】 
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【歌唱の部】 

姿勢の指導：「チョコペタピン」は、オレンジ本（楽しく音楽学習を進

めるあの手この手：音楽之友社）にイラストあり。活用してほしい。 

１ アエイオウ  音色 

活動 解説・ポイント・声かけ・ねらい 

ア：口三本（口に指３本） 

 

 

 

エ：舌が上がって口の中が狭くなりがち。た

てに開けるように。 

イ：上下の奥歯は、指１本分開ける 

オ：卵をたてに 

 

 

ウ：唇を前に出す。こいの

ぼりのように中が空洞のイメージ 

 

※ 常時活動で「今日も頑張ろう」のスイッチを

入れるだけでなく、本時で学習する曲に生

かすことが重要。学ぶ喜びは、知った時よ

りもそれを使ったときに感じられる。知って

いるだけでは、喜びにつながらない。 

※ 声を出さずに「口パク練習」も口の形に集

中できるので効果的、音がとれない子もで

きる。 

 

 

２ もみじ   音色 旋律 音の重なり 和音の響き 

活動 解説・ポイント・声かけ・ねらい 

【主旋律】 

①主旋律を歌いながら、一番高い音が出て

きたら立つ。 

②聴きながら、または歌いながら白丸（付点

２分音符）で手を挙げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・楽譜をしっかり見て旋律の上がり下がりを意

識するための活動。緊張感がある。 

・何に注目して聴けばよいか分かっていると、

集中して聴くことができる。 

・共通教材のよさは、誰に習っても、どこの学校

にいても、日本中で同じように同じ教材を

学ぶことができること。歌詞の内容や情景な

どは、今の子どもたちの環境とは離れてい

る。繰り返し聴いたり、歌詞の意味を考えた

りして子どもたちと曲との距離を縮めること

も大切。 
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③歌声の切り替え（怪獣の声と天使の声）を

練習する。段ごとに怪獣の声と天使の声を

切り替えて歌って遊ぶ。 

・歌詞を天使の声でしゃべる→その声のまま

で歌う・ 

・アルト「やーーまのーーふもとの」中低音で

のどをあけるとき→手をあっためる息を確か

める→その息で柔らかい優しい声 

④２人組で上のパートと下のパートを、フレ

ーズの終わりで相手を見るようにして歌う。

追いかける部分では、顔を合わせないが、

「数ある中に」で顔を見合わせることができ

る。これにより音楽の構造が分かる。説明よ

り実体験。 

 

【２部合唱攻略作戦】 

①アルト  

・声を出してアルトを歌う。      

・声を出さずにアルトを聴く。 

・声を出さずにアルトとソプラノの音を聴き、

アルトだけを聴き取る。 

・伴奏を聴いてアルトをイメージする。 

・ソプラノ、アルト、伴奏を聴いてアルトを聴き

取る。 

       

②子ども全員ソプラノ、先生一人アルト 

→ 一人ずつアルトを増やしていく。 

・うちわを使って声の切り替えを楽しく練習 

 

上：  かずーあーるーなーかーに 

下：            数ある中に 

 

 

・すぐ他のパートと合わせるのではなく、聴くこ

とを重視。 

・音の重なりの中でアルトを聴き取ることがで

きるようにする。特にたてピタの部分で効果的 

・ハーモニーを作ることができると、アルトの人

気が高まる。 

・発声のポイントうちわを要所で出すと効果

的。 

・教科書の曲で、歌い方、ハモリ方のポイントを

習得しておく。他の曲に取り組むときも、習っ

たことを使うようにする。 
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３ 輝け！Dream! 音色 旋律 リズム 強弱 音の重なり 和音の響き 

活動 解説・ポイント・声かけ・ねらい 

・              のリズム練習 

・          

・すべてがちからになるー 

・２人で向き合って１人ずつ歌う。相手のよかっ

たことを褒める。 

 

 

 

・褒める内容は、カードなどをはっておき、そ

の中から選んでもよい。もちろん他の言葉

でもよい。適切な新語が出たらカードに加

える。 

・「何て言ってもらった？」よかったね。相手

の子どもには「よく見ていたね」と褒める。 

・理解していないと褒め言葉は言えない。コ

ミュニケーションしていないと言えない。 

・子どもは褒められて「交流してよかったな」

と感じる。 

・「褒めたことをマネしてもう一度歌ってみま

しょう」 

・「今のが一番よかったよ。友達から学ぶっ

てすごいね。」とさらに褒める。 

 


